
(57)【要約】

【課題】　原料供給口で原料が停滞せず、大豆のような

油分を含有する原料を粉砕する場合でも原料が付着成長

することがなく安定した粉砕を可能とする。

【解決手段】　ケーシング１０内に第一回転翼１１と第

二回転翼１２とを所定距離互いに離隔して設け、ケーシ

ング１０内の第一回転翼１１の後方に旋回領域Ａ、第一

回転翼１１と第二回転翼１２との間に粉砕領域Ｂを形成

し、第一回転翼１１及び第二回転翼１２の回転で発生さ

せる旋回気流により原料を微粉砕する気流式微粉砕機１

において、ケーシング１０に旋回領域Ａから後方に向け

て径が漸減するテーパー壁２０Ｔを設け、このテーパー

壁２０Ｔに原料供給口２１を開口して、原料供給口２１

と旋回領域Ａとの間に原料を旋回領域Ａへ導入するため

の導入領域Ｄを形成する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー シ ン グ 内 に 第 一 回 転 翼 と 第 二 回 転 翼 と を 所 定 距 離 互 い に 離 隔 し て 設 け 、 ケ ー シ ン グ
内 の 第 一 回 転 翼 の 後 方 に 旋 回 領 域 、 第 一 回 転 翼 と 第 二 回 転 翼 と の 間 に 粉 砕 領 域 を 形 成 し 、
第 一 回 転 翼 及 び 第 二 回 転 翼 の 回 転 で 発 生 さ せ る 旋 回 気 流 に よ り 原 料 を 微 粉 砕 す る 気 流 式 微
粉 砕 機 で あ っ て 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ に 旋 回 領 域 か ら 後 方 に 向 け て 径 が 漸 減 す る テ ー パ ー 壁 を 設 け 、 該 テ ー パ
ー 壁 に 原 料 供 給 口 を 開 口 し て 、 原 料 供 給 口 と 旋 回 領 域 と の 間 に 原 料 を 旋 回 領 域 へ 導 入 す る
た め の 導 入 領 域 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 気 流 式 微 粉 砕 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 農 産 物 や 鉱 物 等 の 各 種 原 料 を 粉 砕 す る た め に 用 い ら れ る 気 流 式 微 粉 砕 機 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 粉 砕 機 に は 、 ピ ン ミ ル 、 ハ ン マ ー ミ ル 、 あ る い は 軸 流 ミ ル な ど が あ る が 、 こ れ ら
は 、 概 し て 粉 砕 効 率 が 悪 い ば か り で な く 、 粉 砕 粒 子 径 の 小 さ な 製 品 を 得 る こ と が 難 し い と
い う 欠 点 が あ っ た 。
　 こ の 点 を 解 決 す る た め に 、 気 流 式 微 粉 砕 機 を 用 い た 同 体 摩 擦 粉 砕 シ ス テ ム が 提 案 さ れ て
い る 。 こ の 粉 砕 シ ス テ ム は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ケ ー シ ン グ ８ ０ 内 に 第 一 回 転 翼 ８ １ と 第
二 回 転 翼 ８ ２ と を 所 定 距 離 互 い に 離 隔 し て 設 け 、 ケ ー シ ン グ ８ ０ 内 の 第 一 回 転 翼 ８ １ の 後
方 に 旋 回 領 域 Ａ 、 第 一 回 転 翼 ８ １ と 第 二 回 転 翼 ８ ２ と の 間 に 粉 砕 領 域 Ｂ を 形 成 し た 気 流 式
微 粉 砕 機 ７ １ と 、 原 料 を 貯 留 す る ホ ッ パ ー ７ ２ と 、 原 料 を ホ ッ パ ー ７ ２ か ら 気 流 式 微 粉 砕
機 ７ １ に 供 給 す る フ ィ ー ダ ー ７ ３ と 、 粉 砕 さ れ た 生 成 微 粒 子 を 空 気 と 共 に 吸 引 し て 気 流 式
微 粉 砕 機 １ か ら 排 出 さ せ る 吸 引 フ ァ ン ７ ４ と 、 排 出 さ れ た 気 流 中 の 生 成 微 粒 子 を 捕 集 す る
バ グ フ ィ ル タ ７ ５ と で 構 成 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 気 流 式 微 粉 砕 機 ７ １ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ケ ー シ ン グ ８ ０ が 投 入 側 ケ ー シ ン グ
８ ３ と 、 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ ８ ４ と 排 出 側 ケ ー シ ン グ ８ ５ と で 構 成 さ れ て お り 、 こ の ケ ー
シ ン グ ８ ０ の 内 部 に は 、 投 入 側 ケ ー シ ン グ ８ ３ を 貫 通 す る シ ャ フ ト ８ ６ の 前 端 （ 図 ８ 上 、
左 端 ） に 、 第 一 回 転 翼 ８ １ と 第 二 回 転 翼 ８ ２ と が 所 定 距 離 互 い に 離 隔 し た 状 態 で 取 付 け ら
れ て い る 。 シ ャ フ ト ８ ６ は フ レ ー ム ８ ７ に ベ ア リ ン グ ８ ８ を 介 し て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て
い る 。 シ ャ フ ト ８ ６ の 後 端 に は モ ー タ （ 図 示 略 ） が 設 け ら れ て 、 シ ャ フ ト ８ ６ に 回 転 を 与
え る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ ８ ４ は 円 筒 形 で 、 第 一 回 転 翼 ８ １ と 投 入 側 ケ ー シ ン グ ８ ３ と の 間 に
旋 回 領 域 Ａ 、 第 一 回 転 翼 ８ １ と 第 二 回 転 翼 ８ ２ の 間 に 粉 砕 領 域 Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
　 投 入 側 ケ ー シ ン グ ８ ３ に は 、 シ ャ フ ト ８ ６ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 原 料 を 投 入 す る 原 料 投
入 口 ８ ９ が 設 け ら れ て お り 、 シ ャ フ ト ８ ６ に 対 し て 垂 直 な 後 壁 ２ ０ の 中 央 に は 、 原 料 供 給
口 ９ １ が 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 排 出 側 ケ ー シ ン グ ８ ５ は 、 前 方 に 向 け て 径 が 漸 減 す る テ ー パ ー 壁 ９ ２ を 有 し て お り 、 前
端 部 に は 排 出 口 ９ ３ が 開 口 し て い る 。 こ の 排 出 口 ９ ３ に は 、 吸 引 管 を 介 し て 吸 引 フ ァ ン ７
４ が 接 続 さ れ る 。
　 第 一 回 転 翼 ８ １ と 第 二 回 転 翼 ８ ２ は 、 ボ ス ９ ５ 、 ９ ６ の 周 囲 に 複 数 個 の 羽 根 ９ ７ 、 ９ ８
が 放 射 状 に 設 け ら れ て お り 、 シ ャ フ ト ８ ６ の 回 転 に よ っ て 回 転 し ケ ー シ ン グ ８ ０ 内 に 旋 回
す る 気 流 を 生 じ さ せ る 。 な お 、 第 一 回 転 翼 ８ １ の 羽 根 ９ ７ は 、 原 料 を 旋 回 領 域 Ａ か ら 粉 砕
領 域 Ｂ へ 導 入 し や す く す る た め に 、 旋 回 の み で な く 前 方 へ の 推 力 も 与 え る 気 流 を 生 じ さ せ
る 形 状 と な っ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 二 回 転 翼 ８ ２ に は 、 羽 根 ９ ８ の 先 端 部 に 排 出 側 ケ ー シ ン グ ８ ５ の テ ー パ ー 壁 ９ ２ に 対
向 す る 傾 斜 面 ９ ９ が 設 け ら れ て お り 、 第 二 回 転 翼 ８ ２ と 排 出 側 ケ ー シ ン グ ８ ５ と の 間 お よ
び そ の 前 方 の テ ー パ ー 壁 ９ ２ に 沿 っ て 分 級 領 域 Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
　 原 料 投 入 口 ８ ９ か ら 投 入 さ れ た 原 料 は 、 原 料 供 給 口 ９ １ を 通 っ て セ ン タ ー ケ ー シ ン グ ８
４ 内 に 入 り 、 ま ず 後 壁 ９ ０ と 第 一 回 転 翼 ８ １ と の 間 の 旋 回 領 域 Ａ で 旋 回 す る 気 流 に よ っ て
旋 回 し 、 遠 心 力 に よ り 半 径 方 向 外 側 に 向 か う 流 れ が 与 え ら れ る 。 ま た 、 吸 引 フ ァ ン ７ ４ に
よ っ て 排 出 口 ９ ３ 側 へ 吸 引 さ れ 、 旋 回 領 域 Ａ と 粉 砕 領 域 Ｂ と の 間 に は 差 圧 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 差 圧 と 第 一 回 転 翼 ８ １ で 生 じ る 気 流 の 前 方 へ の 推 力 に よ っ て 、 原 料 は 第 一 回 転 翼 ８
１ の 羽 根 ９ ７ の 間 を 通 っ て 粉 砕 領 域 Ｂ に 入 り 、 旋 回 気 流 に よ っ て 旋 回 す る 。 こ こ で 原 料 は
粒 子 径 の 大 き な も の 程 大 き い 遠 心 力 が 作 用 し て 周 速 の 速 い 半 径 方 向 外 周 側 に 集 ま り 、 粒 子
同 士 の 摩 擦 摩 耗 で 粉 砕 さ れ る 。
　 ま た 、 粉 砕 さ れ た 原 料 の な か で 粒 子 径 が 小 さ く 質 量 の 小 さ い 粒 子 ほ ど 圧 力 の 低 い 第 二 回
転 翼 ８ ２ の 回 転 中 心 近 傍 に 集 ま り 、 吸 引 フ ァ ン ７ ４ で 吸 引 さ れ て 排 出 口 ９ ３ か ら 空 気 と と
も に 排 出 さ れ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 気 流 式 微 粉 砕 機 で は 、 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ ８ ４ は 円 筒 形 で あ り 、 投 入 側 ケ ー シ ン グ
８ ３ の 後 壁 ９ ０ は シ ャ フ ト ８ ６ に 対 し て 垂 直 で あ る 。 旋 回 領 域 Ａ に お い て 、 原 料 は 遠 心 力
力 に よ り セ ン タ ー ケ ー シ ン グ ８ ４ の 半 径 方 向 外 周 側 の 密 度 が 高 く な る が 、 原 料 を 前 方 へ 移
動 さ せ る 推 力 は 第 一 回 転 翼 ８ １ か ら 遠 く な る 後 方 ほ ど 小 さ く な る 。
　 こ の た め 、 酸 化 鉄 の よ う な 付 着 力 の 小 さ い 原 料 を 粉 砕 す る 場 合 は こ の 形 状 で も 特 に 問 題
は な い が 、 大 豆 の よ う な 油 分 を 含 有 す る 原 料 を 粉 砕 す る 場 合 に は 、 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ ８
４ と 後 壁 ９ ０ と で 形 成 さ れ る コ ー ナ ー 部 １ ０ ０ で 原 料 が 停 滞 し 、 コ ー ナ ー 部 １ ０ ０ に 原 料
が 付 着 成 長 す る 現 象 が 発 生 し 、 粉 砕 不 能 に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 現 象 を 解 消 す る た め に 、 後 壁 ９ ０ と 第 一 回 転 翼 ８ １ と の 間 の 旋 回 領 域 Ａ の 幅 を 狭 く
し て 旋 回 領 域 Ａ 内 の 前 方 へ の 推 力 が 小 さ く な る の を 防 止 す る こ と が 考 え ら れ た が 、 こ の 場
合 原 料 が 投 入 さ れ る ス ペ ー ス が 不 足 し 十 分 な 粉 砕 能 力 が 得 ら れ な か っ た 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 戸 田 泰 寛 ， 外 ４ 名 ， 「 遠 心 力 場 で の 同 体 摩 擦 粉 砕 シ ス テ ム （ Ｐ Ｎ Ｕ Ｔ 　
Ｍ Ｉ Ｌ Ｌ ） の 開 発 と そ の 特 性 に つ い て 」 ， 社 団 法 人 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 元 年 度 春 季 大 会 研
究 ・ 業 績 発 表 講 演 会 講 演 要 旨 集 ， １ ９ ８ ９ 年 ３ 月 ３ ０ 日 ， ｐ ． ４ ３ ３ － ４ ３ ４
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ６ １ ３ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 気 流 式 微 粉 砕 機 に お け る 上 記 問 題 を 解 決 す る も の で あ っ て 、 原 料 供 給
口 で 原 料 が 停 滞 せ ず 、 大 豆 の よ う な 油 分 を 含 有 す る 原 料 を 粉 砕 す る 場 合 で も 原 料 が 付 着 成
長 す る こ と が な く 安 定 し た 粉 砕 が 可 能 な 気 流 式 微 粉 砕 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 で は 、 ケ ー シ ン グ 内 に 第 一 回 転 翼 と 第 二 回 転 翼 と を 所 定 距 離 互 い に 離 隔 し て 設 け
、 ケ ー シ ン グ 内 の 第 一 回 転 翼 の 後 方 に 旋 回 領 域 、 第 一 回 転 翼 と 第 二 回 転 翼 と の 間 に 粉 砕 領
域 を 形 成 し 、 第 一 回 転 翼 及 び 第 二 回 転 翼 の 回 転 で 発 生 さ せ る 旋 回 気 流 に よ り 原 料 を 微 粉 砕
す る 気 流 式 微 粉 砕 機 に お い て 、 ケ ー シ ン グ に 旋 回 領 域 か ら 後 方 に 向 け て 径 が 漸 減 す る テ ー
パ ー 壁 を 設 け 、 こ の テ ー パ ー 壁 に 原 料 供 給 口 を 開 口 し て 、 原 料 供 給 口 と 旋 回 領 域 と の 間 に
原 料 を 旋 回 領 域 へ 導 入 す る た め の 導 入 領 域 を 形 成 す る こ と に よ り 上 記 課 題 を 解 決 し て い る
。
　 本 発 明 の 気 流 式 微 粉 砕 機 で は 、 原 料 供 給 口 と 旋 回 領 域 と の 間 に テ ー パ ー 壁 に よ る 導 入 領
域 を 形 成 し て い る の で 、 原 料 供 給 口 か ら 旋 回 領 域 へ 原 料 を 円 滑 に 導 入 す る こ と が で き る 。
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従 っ て 、 大 豆 の よ う な 油 分 を 含 有 す る 原 料 を 粉 砕 す る 場 合 で も 、 コ ー ナ ー 部 に 原 料 が 停 滞
し て 原 料 が 付 着 成 長 す る こ と は な く 、 安 定 し た 粉 砕 が 行 わ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 気 流 式 微 粉 砕 機 は 、 原 料 供 給 口 か ら 旋 回 領 域 へ 原 料 を 円 滑 に 導 入 す る こ と が で
き 、 大 豆 の よ う な 油 分 を 含 有 す る 原 料 を 粉 砕 す る 場 合 で も 、 コ ー ナ ー 部 に 原 料 が 付 着 成 長
す る よ う な こ と が な く 、 安 定 し た 粉 砕 が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 気 流 式 微 粉 砕 機 の 縦 断 面 図 、 図 ２ は 気 流 式 微 粉 砕 機 の
作 用 の 説 明 図 で あ る 。
　 こ の 気 流 式 微 粉 砕 機 １ は 、 ケ ー シ ン グ １ ０ が 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３ と 、 セ ン タ ー ケ ー シ
ン グ １ ４ と 排 出 側 ケ ー シ ン グ １ ５ と で 構 成 さ れ て お り 、 こ の ケ ー シ ン グ １ ０ の 内 部 に は 、
投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３ を 貫 通 す る シ ャ フ ト １ ６ の 前 端 （ 図 １ 上 、 左 端 ） に 、 第 一 回 転 翼 １
１ と 第 二 回 転 翼 １ ２ と が 所 定 距 離 互 い に 離 隔 し た 状 態 で 取 付 け ら れ て い る 。 シ ャ フ ト １ ６
は フ レ ー ム １ ７ に ベ ア リ ン グ １ ８ を 介 し て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 シ ャ フ ト １ ６ の 後
端 に は モ ー タ （ 図 示 略 ） が 設 け ら れ 、 シ ャ フ ト １ ６ に 回 転 を 与 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ は 円 筒 形 で 、 第 一 回 転 翼 １ １ と 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３ と の 間 に
旋 回 領 域 Ａ 、 第 一 回 転 翼 １ １ と 第 二 回 転 翼 １ ２ の 間 に 粉 砕 領 域 Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
　 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３ に は 、 シ ャ フ ト １ ６ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 原 料 を 投 入 す る 原 料 投
入 口 １ ９ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ の 旋 回 領 域 Ａ か ら 後 方 に 向 け
て 径 が 漸 減 す る テ ー パ ー 壁 ２ ０ Ｔ 、 テ ー パ ー 壁 ２ ０ Ｔ の 後 端 に シ ャ フ ト １ ６ に 対 し て 垂 直
な 垂 壁 ２ ０ Ｖ が 設 け ら れ て お り 、 こ の テ ー パ ー 壁 ２ ０ Ｔ に 原 料 供 給 口 ２ １ が 開 口 し て 、 原
料 供 給 口 ２ １ と 旋 回 領 域 Ａ と の 間 に 原 料 を 旋 回 領 域 Ａ へ 導 入 す る た め の 導 入 領 域 Ｄ が 形 成
さ れ て い る 。 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ に 対 す る テ ー パ ー 壁 ２ ０ Ｔ の 傾 斜 角 度 Ｅ は 、 粉 砕 対
象 に よ り 、 １ ０ ０ ～ １ ３ ５ 度 程 度 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 排 出 側 ケ ー シ ン グ １ ５ は 、 前 方 に 向 け て 径 が 漸 減 す る テ ー パ ー 壁 ２ ２ を 有 し て お り 、 前
端 部 に は 排 出 口 ２ ３ が 開 口 し て い る 。 こ の 排 出 口 ２ ３ に は 、 吸 引 管 を 介 し て 吸 引 フ ァ ン が
接 続 さ れ る 。
　 第 一 回 転 翼 １ １ と 第 二 回 転 翼 １ ２ は 、 ボ ス ２ ５ 、 ２ ６ の 周 囲 に 複 数 個 の 羽 根 ２ ７ 、 ２ ８
が 放 射 状 に 設 け ら れ て お り 、 シ ャ フ ト １ ６ の 回 転 に よ っ て 回 転 し ケ ー シ ン グ １ ０ 内 に 旋 回
す る 気 流 を 生 じ さ せ る 。 な お 、 第 一 回 転 翼 １ １ の 羽 根 ２ ７ は 、 原 料 を 旋 回 領 域 Ａ か ら 粉 砕
領 域 Ｂ へ 導 入 し や す く す る た め に 、 旋 回 の み で な く 前 方 へ の 推 力 も 与 え る 気 流 を 生 じ さ せ
る 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 二 回 転 翼 １ ２ に は 、 羽 根 ２ ８ の 先 端 部 に 排 出 側 ケ ー シ ン グ １ ５ の テ ー パ ー 壁 ２ ２ に 対
向 す る 傾 斜 面 ２ ９ が 設 け ら れ て お り 、 第 二 回 転 翼 １ ２ と 排 出 側 ケ ー シ ン グ １ ５ と の 間 お よ
び そ の 前 方 の テ ー パ ー 壁 ２ ２ に 沿 っ て に 分 級 領 域 Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 原 料 投 入 口 １ ９ か ら 投 入 さ れ た 原 料 は 、 原 料 供 給 口 ２ １ を 通 っ て 投
入 側 ケ ー シ ン グ ３ の 導 入 領 域 Ｄ 内 に 入 り 、 導 入 領 域 Ｄ で 旋 回 す る 気 流 に よ っ て 旋 回 し 、 遠
心 力 に よ り 半 径 方 向 外 側 に 向 か う 流 れ が 与 え ら れ て 、 原 料 の 密 度 は 中 心 部 が 低 く 外 周 部 が
高 く な る 。 ま た 、 吸 引 フ ァ ン に よ っ て 排 出 口 ２ ３ 側 へ 吸 引 さ れ 、 導 入 領 域 Ｄ と 旋 回 領 域 Ａ
と 粉 砕 領 域 Ｂ と の 間 に は 差 圧 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 差 圧 と 第 一 回 転 翼 １ １ で 生 じ る 気 流 の 前 方 へ の 推 力 に よ っ て 、 原 料 は テ ー パ ー 壁 ２
０ Ｔ に 沿 っ て 徐 々 に 導 入 領 域 Ｄ か ら 旋 回 領 域 Ａ に 向 か っ て 移 動 す る 。 旋 回 す る 原 料 の 周 速
は 導 入 領 域 Ｄ か ら 旋 回 領 域 Ａ に 向 か っ て 徐 々 に 大 き く な り 、 旋 回 領 域 Ａ で は 周 速 は 粉 砕 領
域 Ｂ の 周 速 と 略 等 し く な る 。
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　 旋 回 す る 原 料 は 、 旋 回 領 域 Ａ で あ る 程 度 滞 留 し た の ち 差 圧 に よ り 第 一 回 転 翼 １ １ の 羽 根
２ ７ の 間 を 通 っ て 粉 砕 領 域 Ｂ に 入 り 、 気 流 に よ っ て 旋 回 す る 。 こ こ で 原 料 は 粒 子 径 の 大 き
な も の 程 大 き い 遠 心 力 が 作 用 し て 周 速 の 速 い 半 径 方 向 外 周 側 に 集 ま り 、 粒 子 同 士 の 摩 擦 摩
耗 で 粉 砕 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 粉 砕 さ れ た 原 料 の な か で 粒 子 径 が 小 さ く 質 量 の 小 さ い 粒 子 ほ ど 圧 力 の 低 い 第 二 回
転 翼 １ ２ の 回 転 中 心 近 傍 に 集 ま り 、 吸 引 フ ァ ン で 吸 引 さ れ て 排 出 口 ２ ３ か ら 空 気 と と も に
排 出 さ れ 後 段 の 捕 集 手 段 に よ り 粉 砕 製 品 と し て 捕 集 さ れ る 。 粒 子 径 が 大 き く 質 量 の 大 き い
粒 子 は 、 吸 引 さ れ た 空 気 に 随 伴 せ ず 、 テ ー パ ー 壁 ２ ２ に 沿 っ た 分 級 領 域 Ｃ の 外 周 部 に 生 じ
る 後 方 へ の 戻 り 気 流 に よ っ て 粉 砕 領 域 Ｂ に 戻 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 気 流 式 微 粉 砕 機 １ で は 、 原 料 供 給 口 ２ １ と 旋 回 領 域 Ａ と の 間 に テ ー パ ー 壁 ２ ０ Ｔ に
よ る 導 入 領 域 Ｄ を 形 成 し て い る の で 、 ケ ー シ ン グ １ ０ の 原 料 供 給 側 の 懐 が 深 く な り 、 原 料
供 給 口 ２ １ か ら 旋 回 領 域 Ａ へ 原 料 を 円 滑 に 導 入 す る こ と が で き る 。 前 方 ヘ の 推 力 の 小 さ い
テ ー パ ー 壁 ２ ０ Ｔ 後 方 で は 遠 心 力 が 小 さ く 、 遠 心 力 が 大 き く な る テ ー パ ー 壁 ２ ０ Ｔ 前 端 と
セ ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ と の 接 点 と な る コ ー ナ ー 部 ３ ０ は 鈍 角 で あ る の で 、 大 豆 の よ う な
油 分 を 含 有 す る 原 料 を 粉 砕 す る 場 合 で も 、 コ ー ナ ー 部 ３ ０ に 原 料 が 停 滞 し て 原 料 が 付 着 成
長 す る よ う な こ と は な く 、 安 定 し た 粉 砕 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ の 旋 回 領 域 Ａ の 外 周 部 は 断 面
視 で 水 平 直 線 状 、 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３ の 導 入 領 域 Ｄ の テ ー パ ー 壁 ２ ０ Ｔ は 、 断 面 視 で セ
ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ に 対 し 傾 斜 角 度 Ｅ を な す 直 線 状 に 形 成 さ れ て い る が 、 図 ３ に 示 す よ
う に 、 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ の 旋 回 領 域 Ａ の 外 周 部 を 若 干 傾 斜 さ せ て も よ い 。 ま た 、 図
４ に 示 す よ う に 、 導 入 領 域 Ｄ と 旋 回 領 域 Ａ の 境 界 部 分 を 滑 ら か に 移 行 す る 曲 線 状 に 形 成 し
て も よ く 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 テ ー パ ー 壁 ２ ０ Ｔ を 曲 線 状 に し て も よ い 。 さ ら に 、 図 ６ に
示 す よ う に 、 テ ー パ ー 壁 ２ ０ Ｔ を 曲 線 状 と し 、 か つ 導 入 領 域 Ｄ と 旋 回 領 域 Ａ の 境 界 部 分 を
曲 線 状 に し て も よ い 。 こ の よ う な ケ ー シ ン グ １ ０ の 変 形 は 、 粉 砕 す る 原 料 の 種 類 や 粉 砕 粒
度 等 の 条 件 に 合 わ せ て 適 宜 選 択 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 気 流 式 微 粉 砕 機 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 気 流 式 微 粉 砕 機 の 作 用 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ケ ー シ ン グ の 変 形 例 を 示 す 気 流 式 微 粉 砕 機 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ケ ー シ ン グ の 変 形 例 を 示 す 気 流 式 微 粉 砕 機 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ケ ー シ ン グ の 変 形 例 を 示 す 気 流 式 微 粉 砕 機 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ケ ー シ ン グ の 変 形 例 を 示 す 気 流 式 微 粉 砕 機 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 気 流 式 微 粉 砕 機 を 用 い た 同 体 摩 擦 粉 砕 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 気 流 式 微 粉 砕 機 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ 　 　 　 気 流 式 微 粉 砕 機
１ ０ 　 　 ケ ー シ ン グ
１ １ 　 　 第 一 回 転 翼
１ ２ 　 　 第 二 回 転 翼
１ ３ 　 　 投 入 側 ケ ー シ ン グ
１ ４ 　 　 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ
１ ５ 　 　 排 出 側 ケ ー シ ン グ
１ ６ 　 　 シ ャ フ ト
１ ７ 　 　 フ レ ー ム
１ ９ 　 　 原 料 投 入 口
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２ ０ Ｔ 　 テ ー パ ー 壁
２ ０ Ｖ 　 垂 壁
２ １ 　 　 原 料 供 給 口
２ ２ 　 　 テ ー パ ー 壁
２ ３ 　 　 排 出 口
２ ５ 、 ２ ６ 　 　 ボ ス
２ ７ 、 ２ ８ 　 　 羽 根
２ ９ 　 　 傾 斜 面
３ ０ 　 　 コ ー ナ ー 部
Ａ 　 　 　 旋 回 領 域
Ｂ 　 　 　 粉 砕 領 域
Ｃ 　 　 　 分 級 領 域
Ｄ 　 　 　 導 入 領 域
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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